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近
畿
整
備
局
が
導
入

EEEiE醤匝哩国軍彊畳彊

近
畿
地
万
整
備
局
は
災
害
復
旧
用
に
無
人
化
で
の
災
害
復
旧
能
力
の
強
伯
に
つ
な
げ
る
。

施

工

に

も

対

応

で

き

る

分

解

対

応

型

パ

ッ

ク

ホ

本

*

ウ
を
導
入
し
た
。
パ
ケ
ッ
ト
容
量
が
1
立
方
M

分
解
対
応
型
パ
ッ
ク
ホ
ワ
は
は
ブ
ロ

J
?に

の
パ
ッ
ク
ホ
ウ
は
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
空
輸
で
分
割
し
、

1
ブ
ロ
ッ
ク
当
た
り
3
ト
ン
未
満
に
抑

き
る
。
カ
メ
ラ
を
使
い
、
最
大
1
5
0
M離
れ
え
る
こ
と
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
空
輸

た
位
置
か
ら
遠
隔
操
作
も
可
能
だ
。
危
険
地
域
で
き
る
。
分
解
に
は
1

2
日
、
現
地
で
の
組

危険地域での
災復能力強化

整
で
は
今
回
が
初
め
て
の
導
入
と
な
る
。
近
畿

技
術
事
務
所
(
大
阪
府
枚
方
市
)
に
配
備
し
、

必
要
に
応
じ
て
現
地
に
運
ぷ
。

3
月
初
日
に
は

近
畿
技
術
事
務
所
で
無
人
化
施
工
で
の
動
作
確

認
な
ど
を
行
っ
た
。

近
畿
地
整
管
内
で
は
、

2
0
1
1年
台
風
臼

号
で
奈
良
県
十
津
川
村
長
殿
地
区
で
生
じ
た
河

道
閉
塞
個
所
の
災
害
復
旧
作
業
に
分
解
対
応
型

パ
ッ
ク
ホ
ウ
を
導
入
し
た
実
績
が
あ
る
。
同
聞

は
当
時
、
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
中
部

地
整
の
保
有
機
を
活
用
し
た
。

無
人
化
施
工
に
も
対
応
し
て
お
り
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
カ
メ
ラ
映
像
用
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が

ら
最
大
1
5
0
M離
れ
た
位
置
か
ら
遠
隔
操
作

で
き
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
却
時
閣
程
度
作
業

す
れ
ば
、
あ
る
程
度
ス
ム
ー
ズ
に
遠
隔
操
作
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

災
害
発
生
時
に
直
轄
工
事
で
需
要
が
な
く
、

自
治
体
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
排
水
ポ

ン
プ
車
と
同
様
に
自
治
体
に
も
貸
し
出
し
て
い

き
た
い
考
え
だ
。

み
立
て
に
は
3
1
4
日
程
度
か
か
る
と
い
う
。

組
み
立
て
時
に
必
要
な
ヤ
l
Fの
広
さ
な
ど
を

記
述
し
た
近
畿
地
整
独
自
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
全
国
に
日
台
の
分
解
対
応

型
パ
ッ
ク
ホ
ウ
を
所
有
し
て
い
る
が
、
近
畿
地

分解対応型パックホウ

μ
土
主
婦
固
め
μμ

見
え
る
化
μ

施工技術が導入されている。西日本高速道路会社関西支社に

新名神高速道路における情報化施工の導入状況を聞いた。合

わせて、近畿地方整備局の13年度の情報化施工技術活用対象

工事を総括するとともに、 C1Mの動向や同閣の新たな取り

組みとしての分解対応型パックホウを紹介する。

西日本高速道路会社が整備を進めている新名神高速道路

(大津~神戸) 0 2016年度の開通を目標に掲げている高槻~

神戸聞は、情報化施工技術を探り入れ、工事の効率化などに

つなげている。新名神高速道路は関西を代表する一大プロジ

ェクトだげに、スケールメリッ J、も出やすく、多様な情報化

国t
t記
町
民
ヨ
に
卜

E」
4叫
J
'
υ
L
A
J
R
nヰ
守

』
幻
視
著
一
イ
見
ム
メ
門
川
4
t
異
名

西
日
本
高
速
道
路
会
社
関
西
支
社
が
て
い
る
と
い
う
。

整
備
を
進
め
る
新
名
神
高
速
道
路
(
大
西
日
本
高
速
道
路
会
社
で
は
発
注
時

津
1
神
戸
)
。
関
西
で
も
目
指
の
大
規
の
仕
様
に
情
報
化
施
工
技
術
を
指
定
し

模
道
路
事
業
に
は
、
多
く
の
情
報
化
施
て
い
な
い
た
め
、
入
札
時
に
建
設
会
社

工
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
情
報
化
施
工
側
が
情
報
化
施
工
を
技
術
提
案
し
、
導

に
よ
っ
て
安
全
性
の
向
上
や
品
質
の
確
入
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、

保
、
作
業
の
効
率
佑
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
と
え
ば
契
約
後
に
法
面
の
土
質
に
間

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

場
合
、
施
工
中
の
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
た

め
に
情
報
化
施
工
を
採
用
し

た
事
例
も
あ
る
。

西
日
本
高
速
道
路
会
社
関

西
支
社
が
集
計
し
た
と
こ

ろ、

4
月
時
点
で
新
名
神
高

速
道
路
(
高
槻
1
神
戸
)
の

土
工
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は

6
工
事
(
計
5
社
)
で
加
技

術
程
度
が
実
施
中
と
な
っ
て

い
る
。情
報
化
施
工
技
術
と
し
て

技
術
提
案
が
多
い
の
は
、
土

工
の
締
め
固
め
シ
ス
テ
ム
o

G
N
S
S
(全
地
球
航
法
衛

M
G
ブ
ル

加速度応答ローラー

星
シ
ス
テ
ム
)
な
ど
と
連
動
し
て
締
め

固
め
の
回
数
を
管
理
す
る
。
回
数
ご
と

に
色
が
変
わ
り
、
分
か
り
ゃ
す
く
表
示

さ
れ
る
た
め
、
締
め
固
め
の
ム
ラ
を
な

く
す
。
「
技
術
と
し
て
か
な
り
一
般
化

し
て
き
て
い
る
」
(
関
西
支
社
建
設
事

業
部
建
設
第
一
課
)
。

安
全
対
策
と
し
て
の
H

見
え
る
化
H

も
技
術
提
案
の
多
い
内
容
だ
。
法
面
の

変
状
を
色
で
知
ら
せ
る
仕
組
み
ゃ
、
土

運
搬
の
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
広

く
使
わ
れ
て
い
る
。
車
両
管
理
シ
ス
テ

ム
で
は
、
た
と
え
ば
事
故
の
起
こ
り
ゃ

す
い
場
所
で
は
運
転
手
に
注
意
を
喚
起

す
る
。
ト
ン
ネ
ル
技
術
で
は
切
羽
の
計

測
結
果
を

n
見
え
る
化
μ

す
る
技
術
な

ど
の
提
案
が
多
い
。
新
名
神
は
ト
ン
ネ

ル
区
聞
か
多
い
た
め
、
多
様
な
技
術
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。

発
注
者
と
し
て
情
報
化
施
工
を
実
際

に
現
場
に
導
入
し
て
の
実
感
と
し
て
は

「
安
全
対
策
と
し
て
非
常
に
安
心
感
が

あ
る
。
従
来
は
見
え
な
い
部
分
に
つ
い

て
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
危
険
を
知
ら
せ
る

な
ど
に
効
果
を
実
感
し
て
い
る
」
(
建

設
第
一
課
)
。
品
質
確
保
の
面
で
も
、

た
と
え
ば
重
機
に
よ
る
締
め
固
め
の
状

況
を
色
の
変
化
で
確
認
で
き
る
た
め
、

均
質
な
施
工
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い

る。
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
執
繰

技
能
者
の
不
足
対
策
と
し
て
も
期
待
は

大
き
い
。
熟
練
工
で
な
く
て
も
情
報
化

施
工
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
品
質
の
ば
ら
つ
き
を
な
く
し
、

安
定
し
た
品
質
水
準
を
維
持
す
る
。

「
新
名
神
の
工
事
は
土
運
搬
も
多
く
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
と
運
転
手
の
確
保
も

課
題
。
経
験
の
浅
い
運
転
手
に
対
し
て

事
故
を
防
ぐ
情
報
化
施
工
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
」
(
同
)
。

現
状
は
発
注
時
の
仕
様
に
情
報
化
施

工
技
術
を
指
定
し
て
お
ら
ず
、
情
報
化

施
工
で
必
要
に
な
る
3
次
元
デ
ー
タ
な

ど
は
建
設
会
社
が
別
途
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
は
情
報
化
施
工
が
ど
の
時

点
で
仕
様
と
し
て
入
る
か
に
注
目
が
集

ま
る
。

無人化施工の実施状況

T

S
出
来
形
管
理

技
術
(
土
工
)
を
原
則
化

日
年
度
は
お
工
事
に
引
技
術

国
土
交
通
省
は
2
0
1
3年
度
か
ら

「
T
S
(ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)

に
よ
る
出
来
形
管
理
技
術
(
土
工
)
」

を
原
則
化
す
る
な
ど
、
情
報
化
施
工
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
四
年
3
月

に
は
国
土
交
通
省
情
報
化
施
工
推
進
会

議
が
日
!
日
年
度
を
対
象
に
す
る
「
情

報
化
施
工
推
進
戦
略
」
を
ま
と
め
た
。

近
畿
地
方
整
備
局
が
臼
年
8
月
に
公

表
し
た
『
日
年
度
情
報
化
施
工
技
術
活

用
対
象
工
事
(
予
定
二
覧
』
で
は
、
問

件
の
工
事
に
一
般
化
推
進
技
術
必
件
、

実
用
化
検
討
技
術
6
件
を
導
入
す
る
と

し
た
。
現
在
は
四
年
度
の
導
入
成
果
の

と
り
ま
と
め
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日

年
度
の
対
象
工
事
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。四
年
度
情
報
化
施
工
技
術
活
用
対
象

工
事
(
予
定
)
一
覧
で
は
、
一
般
化
推

進
技
術
は
T
S
に
よ
る
出
来
形
管
理
の

土
工
が
日
件
、

M
C
(
マ
シ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
)
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
技
術

が
7
件、

T
S
・
G
N
S
S
(衛
星
測

位
シ
ス
テ
ム
)
締
め
固
め
管
理
技
術
が

9
件、

M
G
(
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
)

パ
ッ
ク
ホ
ウ
5
件、

M
c
・
M
Gブ
ル

ド
ー
ザ
ー
9
件
と
な
っ
て
い
る
。
実
用

他
検
討
技
術
は
T
Sに
よ
る
出
来
形
管

理
の
舗
装
工
6
件
を
指
定
す
る
。

対
象
工
事
は
次
の
と
お
り
。

〈

T
S
に
よ
zu
出
来
型
管
理
・
土
エ
〉

マ
大
津
信
楽
線
新
6
号
橋
工
事
用
道
路
工

事
マ
亀
の
瀬
下
流
工
区
管
理
用
道
路
整
備
工

事
マ
姫
路
バ
イ
パ
ス
別
所
ラ
ン
プ
改
良
そ
の

他
工
事
マ
青
野
町
地
区
他
堤
防
強
化
工
事
マ

八
鹿
日
高
道
路
日
高
I
C
改
良
工
事
マ
加
陽

地
区
他
堤
防
整
備
工
事
マ
上
野
遊
水
地
築
堤

工
事
マ
小
田
遊
水
地
取
付
道
路
工
事
マ
市
脇

地
区
堤
防
強
化
工
事
マ
後
田
地
区
堤
防
強
化

工
事
マ
那
智
勝
浦
道
路
市
屡
取
付
道
路
工
事

マ
奥
瀞
道
路
竹
筒
商
地
区
改
良
工
事
マ
矢
測

地
区
高
潮
堤
整
備
そ
の
1
6
工
事
マ
道
鵜
地

区
堤
防
強
化
工
事
マ
井
手
地
区
堤
防
強
化
工

事。
〈

M
C
グ
レ
ー
ダ
ー
、
T
S
出
来
形
管
理

.
舗
装
工
〉

V
大
和
御
所
道
路
三
宅
三
河
地
区
舗
装
工

事
マ
岡
田
原
本
宮
古
地
区
舗
装
工
事
マ
同
白

原
本
保
津
地
区
錦
装
工
事
マ
同
伴
堂
宮
古
地

区
舗
装
工
事
マ
同
川
西
結
崎
地
区
舗
装
工
事

マ
同
三
宅
伴
堂
地
区
舗
装
工
事
。

〈

M
Cグ
レ
ー
ダ
ー
〉

マ
平
城
宮
跡
歴
史
公
圏
第
一
次
朝
堂
院
地

区
整
備
工
事
。

〈

T
S
-
G
N
S
S
締
め
固
め
管
理
、

M

C
・
M
G
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
〉

マ
鉄
砲
町
阪
高
上
部
他
地
区
高
規
格
堤
防

工
事
マ
三
宝
阪
高
上
部
地
区
高
規
格
堤
防
工

事
マ
日
高
豊
阿
南
道
路
山
本
東
工
事
用
道
路

改
良
工
事
マ
下
鶴
井
地
区
盛
土
整
備
工
事
マ

和
歌
山
岬
道
路
上
孝
子
北
地
区
改
良
工
事
マ

紀
北
西
道
路
東
三
谷
改
良
工
事
マ
近
畿
自
動

車
道
紀
勢
線
中
万
呂
地
区
改
良
工
事
マ
同
憂

ノ
上
北
部
地
区
改
良
工
事
マ
平
城
宮
跡
歴
史

公
園
北
新
大
池
造
成
工
事
。

〈

M
G
パ
ッ
ク
ホ
ウ
〉

マ
九
頭
竜
川
天
池
地
区
上
流
河
道
掘
削
工

事
マ
神
田
地
区
掘
削
工
事
マ
大
和
御
所
道
路

巨
勢
山
北
改
良
工
事
マ
紀
北
西
道
路
岩
出
I

C
中
改
良
工
事
マ
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
荒

光
地
区
改
良
工
事
。

c
l
M
、
検
討
会
で

導
入
可
能
性
を
整
理

日
年
度
に
7
件
実
施

近
畿
地
方
整
備
局
は
2
0
1
2年
5

月
、
勉
強
会
組
織
と
し
て
情
報
化
施
工

技
術
推
進
・

c
I
M検
討
会
を
立
ち
上

げ、

c
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

.
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
り
ン

グ
)
導
入
の
可
能
性
を
整
理
し
て
き
た
。

施
工
者
に
C
I
M訊
行
を
呼
び
掛
け

て
い
る
希
望
工
事
の
実
施
件
数
は
四
年

度
に
7
件
。
他
の
地
方
整
備
聞
に
比
べ

て
も
飛
び
抜
げ
て
多
い
件
数
と
な
っ
て

い
る
。
工
事
用
道
路
が
9
割
完
成
し
、

本
体
工
事
が
動
き
出
し
た
天
ケ
瀬
ダ
ム

再
開
発
事
業
で
は
ト
ン
ネ
ル
放
流
設
備

の
関
連
工
事
3
件
を
対
象
に
し
た
ほ

か
、
共
同
溝
、
高
架
橋
上
部
工
、
道
路

橋
鋼
上
部
工
、
ト
ン
ネ
ル
の
4
工
事
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
た
。

ロ
年
度
に
試
行
業
務
と
し
て
位
置
付

け
た
国
道
1
6
1
号
安
曇
川
地
区
橋
梁

で
は
、
担
当
す
る
滋
賀
国
道
事
務
所
が

自
主
的
に
橋
梁
周
辺
部
の
盛
り
土
エ
リ

ア
に
つ
い
て
も
試
行
対
象
に
位
置
付

け
、
橋
梁
部
と
周
辺
部
を
1
つ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
検
証
す
る
。
希
望
工
事

の
天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
ト
ン
ネ
ル
放
流

設
備
工
事
3
件
は
、
い
ず
れ
も
大
手
、
ゼ

ネ
コ
ン
が
施
工
を
担
当
し
、
最
先
端
の

c
I
Mが
展
開
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐車
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.、読売
7.産経
1{).中部経済
(3)建設通信
16.建設工業
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建設通信新聞


